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は
じ
め
に

　
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
ユ
ゴ
ー（

一
八
棚
二
⊆
八
五
年）

が
一
八
四
五
年
か
ら
書
き
は
じ
め
、
六
二
年
に
発
表
し
た

『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
が
最
初
に
邦
訳
さ
れ
た
の
は
、
明
治
時
代
の
「
翻
訳
王
」
森
田
思
軒
に
よ
る
『
哀
史
』

だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
未
完
に
終
わ
り
、
そ
の
後
一
九
棚
二
年
か
ら
翌
年（

明
治
三
五
⊆
三
六
年）

に
か
け
て
、「
翻

案
王
」
黒
岩
涙
香
が
『
噫あ
あ

無
情
』
と
題
し
て
英
語
か
ら
「
超
訳
」
し
、
作
者
ユ
ゴ
ー
と
こ
の
作
品
の
名
を
定
着

さ
せ
た
。
ま
た
、
同
じ
涙
香
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
デ
ュ
マ
の
『
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
』

（

一

八
四
四
⊆
四
六
年）

を
『
巌
窟
王
』
と
題
し
て
紹
介
し
、
世
に
広
め
た
。
以
来
、『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
と
『
モ

ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
』
は
何
度
も
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
世
界
各
地
で
こ
れ
を

原
作
と
す
る
芝
居
、
映
画
、
テ
レ
ビ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
児
童
書
な
ど
に
多
数
翻
案
さ
れ
、
だ
れ
で
も
題
名
ぐ

ら
い
は
憶
え
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
一
九
世
紀
国
民
文
学
の
双
璧
と
見
な
さ
れ
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
じ
っ
さ
い
、
い
ず
れ
も
大
作（

前
者
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
ド
版
で
一
四
八
六
頁
、
後
者
は
一
三
九
八
頁）

の
こ
の
両
作
品

に
は
少
な
か
ら
ず
共
通
点
が
あ
る
。
と
も
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
麾
下
の
不
遇
の
将
軍
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
、
同
い
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年
の
友
人
で
ラ
イ
バ
ル
関
係
だ
っ
た
二
人
の
著
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
書
き
は
じ
め
た
の
は
一
八
四
棚
年

代
中
頃
の
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
り
、
物
語
は
い
ず
れ
も
歴
史
小
説
で
、
同
じ
一
八
一
五
年
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る

（
前
者
は
一
棚
月
、
後
者
は
二
月）

。
物
語
の
主
人
公
が
長
く
牢
獄
生
活
を
送
っ
た
あ
と（

ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
は

一
九
年
間
、
エ
ド
モ
ン
・
ダ
ン
テ
ス
は
一
四
年
間）

、
名
前
を
変
え
て
波
乱
に
み
ち
た
冒
険
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
こ
と

で
も
共
通
す
る
。
た
と
え
ば
、
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
は
た
ま
た
ま
死
ん
だ
修
道
女
の
棺
に
、
ダ
ン
テ
ス
は

イ
タ
リ
ア
の
老
司
祭
の
棺
に
と
い
っ
た
よ
う
に
、
死
者
と
入
れ
替
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
延
び
る
の
だ
し
、

み
ず
か
ら
築
い
た
か
、
遺
産
に
よ
る
か
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
手
に
し
た
大
金
を
元
に
し
て
じ
ぶ

ん
の
運
命
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
。

　
さ
ら
に
王
政
復
古
時
代
を
背
景
と
す
る
物
語
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
影
が
差
し
て
い
る
点
で
も
類
似
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
本
書
で
く
わ
し
く
見
る
よ
う
に
、『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
で
は
第
二
部
冒
頭
の
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
描

写
と
考
察
を
は
じ
め
と
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
作
中
に
「
遍
在
」
し
て
い
る
の
だ
が
、『
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
』

で
も
ダ
ン
テ
ス
は
エ
ル
バ
島
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
パ
リ
の
同
調
者
に
宛
て
た
秘
密
の
書
簡
を
仲
介
し
た
と
密
告
さ

れ
た
こ
と
で
イ
フ
島
に
投
獄
さ
れ
る
等
々
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
登
場
箇
所
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

　
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
共
通
点
・
類
似
点
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
の
あ
い
だ
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

デ
ュ
マ
の
作
品
は
二
年
と
い
う
短
期
間
に
新
聞
連
載
小
説
と
し
て
書
か
れ
、
た
え
ず
読
者
の
興
味
を
搔
き
た
て
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る
よ
う
な
、
息
も
つ
か
せ
ぬ
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
に
徹
し
て
い
る
の
に
反
し
て
、
ユ
ゴ
ー
の
小
説
は
執
筆
か
ら

出
版
ま
で
一
七
年
間
も
の
歳
月
が
必
要
だ
っ
た
。
ま
た
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
で
は
作
者
が
ス
ト
ー
リ
ー
の
な

か
に
し
ば
し
ば
顔
を
出
し
、
み
ず
か
ら
の
人
生
哲
学
、
歴
史
観
、
政
治
・
社
会
思
想
、
宗
教
論
な
ど
を
逸
脱
、

余
談
の
か
た
ち
で
挿
入
し
て
、
多
く
の
読
者
を
困
惑
、
さ
ら
に
は
辟
易
さ
せ
か
ね
な
い
。
だ
か
ら
、
出
版
当
時

の
版
元
ラ
ク
ロ
ワ
か
ら
こ
の
「
哲
学
的
な
部
分
」
を
削
除
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
再
三
な
さ
れ
た
の
も
、

あ
る
意
味
で
当
然
だ
っ
た
。

　
む
ろ
ん
ユ
ゴ
ー
は
、「
迅
速
で
軽
快
な
劇
は
一
二
か
月
の
成
功
を
得
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
深
遠
な
劇
は
一

二
年
の
成
功
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
あ
く
ま
で
そ
れ
を
拒
み
つ
づ
け
た
。
な
ぜ
な
ら
、
同
じ
劇
作
者
・
小

説
家
で
あ
っ
て
も
、
ユ
ゴ
ー
は
ま
ず
詩
人
で
あ
り
、
さ
ら
に
政
治
家
で
も
あ
っ
て
、
彼
が
意
図
し
た
の
は
デ
ュ

マ
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
『
パ
リ
の
神
秘
』
な
ど
で
当
時
人
気
作
家
だ
っ
た
ユ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
シ
ュ
ー
の
よ
う
に

た
ん
な
る
「
冒
険
小
説
」
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
み
ず
か
ら
の
広
範
な
経
験
、
知
見
、
思
索
、
考
察
を
総
結
集

す
る
、
の
ち
に
「
全
体
小
説
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』

は
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
み
な
ら
ず
、
古
今
の
小
説
の
な
か
で
も
比
類
の
な
い
作
品
と
な
っ
た
。
し
た
が

っ
て
私
た
ち
は
、
映
画
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
あ
る
よ
う
な
ス
リ
ル
に
み
ち
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
追
う
だ
け
に
と
ど

め
ず
、
ミ
シ
ェ
ル
・
ビ
ュ
ト
ー
ル
が
「
ア
リ
ア
」
と
呼
ん
で
評
価
し
て
い
る
作
者
の
逸
脱
、
余
談
を
ふ
く
む
そ

はじめに
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の
全
体
を
見
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
小
説
の
真
価
に
ふ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
そ
の
試
み
を
お
こ
な
う
が
、
記
述
の
順
序
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
章
「『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
と

は
ど
ん
な
小
説
か
」
で
こ
の
名
作
の
構
成
、
あ
ら
す
じ
、
手
法
、
話
法
、
時
代
背
景
な
ど
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

　
第
二
章
「
ふ
た
り
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』」
で
は
作
品
の
内
的
な
背
景
と
し
て
、
ユ
ゴ
ー

が
崇
拝
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
、
呪
詛
し
た
そ
の
甥
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
と
の
関
係
、
ま
た
正
義
と
自
由
を
求
め

た
彼
の
政
治
活
動
を
略
述
す
る
。

　
第
三
章
「
再
執
筆
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
訣
別
」
で
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
第
二
帝
政
の
皇
帝
と
な
っ
た

ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
と
対
立
し
、
国
外
追
放
処
分
を
受
け
、
一
九
年
間
英
仏
海
峡
の
孤
島
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
島
、
ガ

ー
ン
ジ
ー
島
に
立
て
こ
も
る
こ
と
を
選
ん
だ
ユ
ゴ
ー
の
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
独
裁
体
制
に
た
い
す
る
批
判
と
抵

抗
、
こ
れ
と
密
接
に
関
わ
る
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
誕
生
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
四
章
「
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
と
は
ど
う
い
う
人
物
な
の
か
」
で
は
、
こ
の
主
人
公
の
内
面
の
変
化
を

丁
寧
に
た
ど
り
直
す
こ
と
で
、
作
者
が
な
ぜ
元
徒
刑
囚
に
し
て
義
人
と
い
う
奇
怪
な
人
物
を
描
い
た
の
か
を
考

察
す
る
。

　
そ
し
て
第
五
章
「「
哲
学
的
な
部
分
」
と
ユ
ゴ
ー
の
思
想
」
で
は
小
説
に
挿
入
さ
れ
た
「
哲
学
的
な
部
分
」

を
中
心
に
、
こ
の
小
説
に
見
ら
れ
る
詩
人
＝
哲
学
者
と
し
て
の
ユ
ゴ
ー
の
社
会
・
政
治
思
想
、
歴
史
観
、「
進
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歩
」
の
観
念
、
宗
教
観
な
ど
を
解
説
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
は
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
と
い
う
名
声
の
わ
り
に
は
、
あ
ま
り
読
ま
れ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
る

こ
の
大
長
編
小
説
の
全
体
的
な
概
要
を
示
し
、
そ
の
新
た
な
醍
醐
味
、
さ
ら
に
今
日
性
を
さ
ぐ
ろ
う
と
す
る
本

だ
か
ら
、
記
述
が
た
び
た
び
ユ
ゴ
ー
の
原
文
と
そ
の
注
解
、
伝
記
的
な
事
実
、
若
干
の
考
察
を
行
き
来
す
る
進

み
方
に
な
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

はじめに
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は
じ
め
に

第
1
章
　『
レ・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
と
は
ど
ん
な
小
説
か
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

1

読
み
づ
ら
い
小
説
／
小
説
の
構
成
と
あ
ら
す
じ
／
第
一
部
「
フ
ァ
ン
チ
ー
ヌ
」／
第

二
部
「
コ
ゼ
ッ
ト
」／
第
三
部
「
マ
リ
ユ
ス
」／
第
四
部
「
プ
リ
ュ
メ
通
り
の
牧
歌
と

サ
ン
・
ド
ニ
通
り
の
叙
事
詩
」／
第
五
部
「
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
」／
演
劇
的
な

手
法
／
数
頁
に
わ
た
る
長
台
詞
／
大
げ
さ
な
言
葉
遣
い
／「
哲
学
的
な
部
分
」／
執
筆

の
中
断
と
再
執
筆
／
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
／
波
瀾
万
丈
の
世
紀
／
小
説
の

時
代
設
定

第
2
章
　
ふ
た
り
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
と『
レ・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

33

ナ
ポ
レ
オ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
小
説
／
遍
在
す
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
／
ふ
た
り
の
男
の
年
代
的

符
合
／
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
め
ぐ
る
両
親
の
思
想
／
ユ
ゴ
ー
と
マ
リ
ユ
ス
／
詩
作
の
神
童

の
王
党
主
義
／
ナ
ポ
レ
オ
ン
崇
拝
の
詩
／
皇
帝
の
帰
還
／
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
族
復
権
運
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動
／
ア
ブ
ラ
虫
と
化
す
英
雄
／
偉
大
さ
よ
り
も
善
良
さ
を
／
ユ
ゴ
ー
の
政
治
参
加
／

公
女
エ
レ
ー
ヌ
と
議
員
選
出
／
四
八
年
の
二
月
革
命
と
執
筆
の
中
断
／
共
和
国
臨
時

政
府
と
普
通
選
挙
／
六
月
暴
動
と
そ
の
鎮
圧
／
大
統
領
選
挙
の
前
夜
／
策
士
ル
イ
・

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
登
場
／
ユ
ゴ
ー
の
応
援
と
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
裏
切
り
／
ユ
ゴ
ー

の
名
演
説
／
宰
相
の
ク
ー
デ
タ
ー
と
詩
人
の
亡
命

第
3
章
　
再
執
筆
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
訣
別
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

75

亡
命
作
家
ユ
ゴ
ー
の
反
撃
／
冊
子
『
小
ナ
ポ
レ
オ
ン
』
の
主
張
／
抵
抗
の
呼
び
か
け

と
さ
ら
な
る
攻
撃
／
懲
罰
詩
集
の
「
預
言
」／
激
し
い
怒
り
と
叫
び
／
ユ
ゴ
ー
と
ナ

ポ
レ
オ
ン
の
「
贖
罪
」／
孤
高
の
戦
い
／
自
由
と
良
心
の
象
徴
と
し
て
／
ワ
ー
テ
ル

ロ
ー
で
見
た
も
の
／
内
面
の
革
命

第
4
章
　
ジ
ャ
ン・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
と
は
ど
う
い
う
人
物
か
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

101

ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
の
造
形
／
貧
困
と
刑
務
所
が
生
ん
だ
犯
罪
者
／
宗
教
的
回

心
／
良
き
市
長
と
し
て
／
良
心
の
正
念
場
／
市
長
の
逡
巡
と
キ
リ
ス
ト
の
受
難
／
神

意
に
導
か
れ
て
／
父
親
と
し
て
の
幸
福
／
よ
み
が
え
る
憎
悪
／
十
字
架
を
背
負
っ
て

／
最
大
の
「
良
心
の
正
念
場
」／
赦
し
と
死
／
一
九
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
像
と
し
て
／

神
話
的
創
造

目　次
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第
5
章
　「
哲
学
的
な
部
分
」
と
ユ
ゴ
ー
の
思
想
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

127

（

1）

貧
困
と
社
会
主
義

129

貧
困
の
描
写
／
貧
困
の
言
語
／
隠
語
と
い
う
新
し
い
美
／
時
代
的
な
課
題
と
し
て
の

貧
困
／
社
会
問
題
へ
の
関
心
／『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
に
お
け
る
社
会
主
義
／
常
套

句
と
し
て
の
政
治
思
想
／
精
神
の
社
会
主
義
／
具
体
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア

（

2）
進
歩
と
い
う
思
想

147

三
二
年
蜂
起
を
取
り
上
げ
た
理
由
／
暴
動
と
蜂
起
／
理
想
を
求
め
た
敗
者
た
ち
へ
の

共
感
／
進
歩
と
い
う
理
想
／
精
神
の
進
歩
史
観
／
進
歩
は
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
か
／

永
久
革
命
と
し
て
の
進
歩
／
人
間
性
へ
の
信
頼
と
期
待
／
世
代
を
超
え
て
引
き
継
が

れ
る
進
歩

（

3）

死
刑
廃
止
論

165

司
教
の
衝
撃
／
公
開
処
刑
の
目
撃
／『
死
刑
囚
最
後
の
日
』
の
主
張
／
制
度
廃
止
の

た
め
の
奮
闘
／
ユ
ゴ
ー
の
成
果

（

4）

宗
教
観

176

無
限
と
い
う
観
念
／
無
宗
教
者
に
も
感
受
さ
れ
る
無
限
／
制
度
・
政
治
と
し
て
の
宗

教
の
批
判
／
権
威
か
ら
の
自
由
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読
み
づ
ら
い
小
説

　『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』Les

M
is лerables （

貧
し
い
人
び
と
・
惨
め
な
人
た
ち）

は
、
貧
し
い
労
働
者
を
題
材
と
し

た
『
ク
ロ
ー
ド
・
グ
ー
』

（

一
八
三
四
年）

以
後
、
二
八
年
ぶ
り
に
公
刊
し
た
ユ
ゴ
ー
六
冊
目
の
小
説
で
あ
る
。
こ

の
畢
生
の
大
作
は
発
表
さ
れ
る
や
空
前
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
ば
か
り
か
、
今
日
で
も
な
お
フ
ラ
ン
ス
で

読
ま
れ
て
い
る
本
の
う
ち
、『
聖
書
』
に
次
い
で
第
二
位
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
文
字
通
り
、
ユ
ゴ
ー
の
代

表
作
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
き
わ
め
て
有
名
な
こ
の
「
世
界
の
名
作
」
は
、
長
大
か
つ
複
雑
き
わ
ま
る
小
説
で
あ
り
、
と
も
す

れ
ば
初
め
て
読
む
読
者
の
意
気
を
削
い
で
し
ま
う
。
じ
っ
さ
い
、
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
が
銀
の
食
器
を
盗

み
、
そ
れ
を
司
教
に
許
さ
れ
る
と
い
う
冒
頭
の
く
だ
り
は
ど
こ
か
で
読
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
映
画
や
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
で
内
容
は
知
っ
て
い
る
と
い
う
人
が
多
く
て
も
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
一
気
に
読
み
通
し
た
と
い
う
読
者

は
少
な
い
だ
ろ
う
。

　
な
ぜ
こ
の
小
説
は
読
み
づ
ら
い
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
こ
れ
が
き
わ
め
て
長
大
な
小

説
だ
か
ら
で
あ
る
。
拙
訳
で
は
五
棚
棚
頁
前
後
の
文
庫
本
で
五
冊
の
分
量
に
も
な
る
。
ま
た
、
登
場
人
物
が
一

棚
棚
名
を
超
え
、
主
要
な
人
物
の
み
な
ら
ず
、
副
次
的
な
人
物
の
生
い
立
ち
、
容
貌
、
性
格
ま
で
一
人
ひ
と
り

で
き
る
だ
け
丁
寧
に
描
き
出
さ
れ
、
作
品
世
界
を
多
重
、
多
彩
に
す
る
反
面
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
を
複
雑
に

第 1章　『レ・ミゼラブル』とはどんな小説か
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し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
小
説
の
な
か
に
「
哲
学
的
な
部
分
」、
つ
ま
り
か
な
り
長
い

逸
脱
、
余
談
が
相
当
数
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
読
者
は
し
ば
し
ば
途
方
に
暮
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
困
難
を
乗
り
こ
え
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
作
品
の
構
造
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
、
つ
ま
り
大
体
の

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
心
得
て
お
く
こ
と
が
有
益
だ
と
思
わ
れ
る
。
登
山
を
す
る
に
も
地
図
が
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い

の
と
同
じ
こ
と
だ
。

小
説
の
構
成
と
あ
ら
す
じ

　『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
は
第
一
部
「
フ
ァ
ン
チ
ー
ヌ
」、
第
二
部
「
コ
ゼ
ッ
ト
」、
第
三
部
「
マ
リ
ユ
ス
」、
第

四
部
「
プ
リ
ュ
メ
通
り
の
牧
歌
と
サ
ン
・
ド
ニ
通
り
の
叙
事
詩
」、
第
五
部
「
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
」
の

五
部
か
ら
成
っ
て
い
る
。
各
部
は
そ
れ
ぞ
れ
篇
に
分
か
れ
、
第
一
部
か
ら
第
三
部
ま
で
は
八
篇
、
第
四
部
は
一

五
篇
、
そ
し
て
第
五
部
は
九
篇
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
各
篇
が
章
に
分
か
れ
、
全
巻
で
計
三
六
三
章
に
な
る
。
た

と
え
ば
、
第
一
部
第
一
篇
に
は
一
四
章
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
篇
「
正
し
い
人
」、
第
一
章
「
ミ
リ
エ
ル
氏
」

と
い
っ
た
よ
う
に
題
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る（
そ
こ
で
、
本
書
の
引
用
箇
所
は（

1
㉕1
㉕1）

の
よ
う
に
部
、
篇
、
章
の

順
に
記
す
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
訳
文
は
ち
く
ま
文
庫
の
拙
訳
で
あ
る）

。

　
つ
ぎ
に
、
小
説
の
ご
く
簡
単
な
あ
ら
す
じ
を
示
し
て
お
こ
う
。

4
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第
一
部
「
フ
ァ
ン
チ
ー
ヌ
」

　
ブ
リ
地
方
の
フ
ァ
ヴ
ロ
ル
の
枝
打
ち
職
人
だ
っ
た
二
五
歳
の
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
は
、
寡
婦
の
姉
と
そ

の
七
人
の
子
供
を
養
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、「
貧
困
に
取
り
囲
ま
れ
、
ぎ
り
ぎ
り
と
締
め
つ
け
ら
れ
る
悲

惨
な
」
毎
日
を
送
っ
て
い
た
。
厳
し
い
冬
が
や
っ
て
き
た
と
い
う
の
に
仕
事
に
も
あ
り
つ
け
ず
、
家
に
食
べ
る

物
が
な
く
な
っ
て
、
し
か
た
な
く
パ
ン
を
ひ
と
つ
盗
も
う
と
し
て
取
り
押
さ
え
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
五
年
の

徒
刑
を
言
い
渡
さ
れ
、
服
役
中
に
何
度
も
脱
走
を
試
み
た
が
失
敗
、
脱
走
の
つ
ど
刑
が
加
重
さ
れ
て
、
結
局
一

九
年
間
ト
ゥ
ー
ロ
ン
の
徒
刑
場
で
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
八
一
五
年
一
棚
月
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
釈
放
さ
れ
、
四
日
間
歩
い
て
デ
ィ
ー
ニ
ュ
の
町
に
た
ど
り
着
い

た
が
、
所
持
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
前
科
者
の
黄
色
い
旅
券
の
た
め
に
ど
こ
で
も
追
い
返
さ
れ
、
く
た
び
れ
は
て

て
い
る
う
え
に
寝
食
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
彼
を
迎
え
入
れ
、
寝
泊
ま
り
さ
せ
、
食
事
を
と
も
に
し

て
く
れ
た
の
は
、
高
徳
で
名
高
い
デ
ィ
ー
ニ
ュ
の
司
教
ミ
リ
エ
ル
氏
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
翌
日
、
徒
刑
場
で

身
に
つ
い
た
悪
癖
か
ら
、
司
教
館
の
銀
の
食
器
を
盗
ん
で
逃
亡
し
、
憲
兵
に
捕
ま
る
。
と
こ
ろ
が
意
外
に
も
、

司
教
は
そ
の
食
器
は
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
の
も
の
だ
っ
た
と
明
言
し
て
彼
を
か
ば
い
、
赦
し
た
ば
か
り
か
、

さ
ら
に
餞
別
代
わ
り
に
銀
の
燭
台
ま
で
あ
た
え
て
く
れ
た
。
彼
は
心
底
感
動
し
、
感
謝
し
た
が
、
そ
の
あ
と
野

第 1章　『レ・ミゼラブル』とはどんな小説か
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原
で
出
会
っ
た
煙
突
掃
除
の
少
年
プ
チ
・
ジ
ェ
ル
ヴ
ェ
か
ら
、
無
意
識
の
出
来
心
で
四
棚
ス
ー
を
奪
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
で
深
い
自
責
の
念
に
駆
ら
れ
、
よ
う
や
く
良
心
に
め
ざ
め
て
改
心
、
以
後
ミ
リ
エ
ル
司
教
を
崇
め
つ

つ
、
贖
罪
の
た
め
に
精
神
の
向
上
に
努
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
、
少
額
だ
と
は
い
え
プ
チ
・
ジ
ェ
ル
ヴ
ェ

か
ら
奪
っ
た
事
件
は
前
科
者
の
余
罪
に
な
り
、
終
身
懲
役（

も
し
く
は
死
刑）

の
刑
罰
の
対
象
に
な
る
の
で
、
以

後
た
え
ず
名
前
を
変
え
、
ず
っ
と
身
分
を
隠
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

　
フ
ァ
ン
チ
ー
ヌ
は
モ
ン
ト
ル
イ
ユ
・
シ
ュ
ル
・
メ
ー
ル
の
孤
児
で
、
一
五
歳
の
と
き
に
パ
リ
に
出
て
き
て
お

針
子
に
な
っ
た
。
彼
女
は
学
生
の
ト
ロ
ミ
エ
ス
と
恋
仲
に
な
っ
た
が
、
や
が
て
捨
て
ら
れ
、
こ
の
と
き
す
で
に

子
供
を
宿
し
て
い
た
。
翌
年
、
女
児
コ
ゼ
ッ
ト
を
生
ん
だ
が
、
パ
リ
で
働
き
な
が
ら
幼
子
を
育
て
る
の
は
無
理

だ
と
知
り
、
故
郷
の
町
に
帰
る
決
心
を
す
る
。
そ
の
途
中
、
モ
ン
フ
ェ
ル
メ
イ
ユ
で
旅
籠
兼
安
料
理
屋
を
営
ん

で
い
る
テ
ナ
ル
デ
ィ
エ
夫
婦
に
出
会
い
、
養
育
費
を
払
っ
て
当
分
コ
ゼ
ッ
ト
を
預
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
見
る
故
郷
の
町
は
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
黒
ガ
ラ
ス
装
飾
品
の
製
造
に
画
期

的
な
変
革
を
お
こ
な
っ
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
氏（
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
の
変
名）

の
お
か
げ
で
あ
り
、
彼
女
は
さ
っ

そ
く
そ
の
工
場
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
彼
女
の
美
貌
が
同
僚
た
ち
の
嫉
妬
を
招
き
、「
未
婚
の
母
」

だ
と
密
告
さ
れ
て
工
場
を
解
雇
さ
れ
る
。

　
そ
ん
な
彼
女
の
不
幸
に
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
の
は
、
滞
っ
た
養
育
費
の
ほ
か
、
コ
ゼ
ッ
ト
の
架
空
の

6
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衣
服
費
、
医
療
費
な
ど
を
や
ん
や
と
催
促
し
て
く
る
テ
ナ
ル
デ
ィ
エ
か
ら
の
手
紙
だ
っ
た
。
彼
女
は
貧
窮
に
追

い
詰
め
ら
れ
る
が
、
コ
ゼ
ッ
ト
の
た
め
に
髪
を
売
り
、
歯
を
売
り
、
最
後
に
体
を
売
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

公
娼
と
し
て
す
さ
ん
だ
日
々
を
送
っ
て
い
た
彼
女
は
、
あ
る
夜
、
ひ
と
り
の
田
舎
紳
士
に
背
中
に
雪
を
入
れ
ら

れ
る
と
い
う
悪
ふ
ざ
け
を
さ
れ
て
も
め
事
に
な
り
、
警
部
ジ
ャ
ヴ
ェ
ー
ル
に
六
か
月
の
監
獄
行
き
を
命
じ
ら
れ

る
。
そ
こ
に
ち
ょ
う
ど
居
合
わ
せ
て
一
部
始
終
を
見
守
っ
て
い
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
氏
が
介
入
し
、
彼
女
は
釈
放
さ

れ
る
。

　
こ
の
町
の
市
長
に
な
っ
て
い
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
氏
は
、
じ
ぶ
ん
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
フ
ァ
ン
チ
ー
ヌ
が
工
場

を
解
雇
さ
れ
た
事
情
を
知
っ
て
心
を
動
か
さ
れ
、
す
で
に
深
刻
な
病
状
だ
っ
た
彼
女
を
じ
ぶ
ん
の
家
の
看
護
室

に
入
れ
て
看
護
さ
せ
、
テ
ナ
ル
デ
ィ
エ
の
手
か
ら
娘
の
コ
ゼ
ッ
ト
を
取
り
も
ど
し
た
い
と
い
う
彼
女
の
最
後
の

希
望
を
必
ず
叶
え
る
と
約
束
す
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
と
思
わ
れ
る
男
が
、
リ
ン
ゴ
を
盗
ん
だ
廉
で

裁
判
に
か
け
ら
れ
る
と
い
う
報
告
が
ジ
ャ
ヴ
ェ
ー
ル
警
部
か
ら
マ
ド
レ
ー
ヌ
市
長
に
も
た
ら
さ
れ
る
。
顔
つ
き

な
ど
は
似
て
い
る
し
、
証
言
も
そ
ろ
っ
て
い
る
と
ジ
ャ
ヴ
ェ
ー
ル
が
言
う
も
の
の
、
ま
っ
た
く
の
別
人
だ
と
だ

れ
よ
り
も
知
っ
て
い
る
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
本
人
は
、
成
り
行
き
に
任
せ
て
そ
の
男
シ
ャ
ン
マ
チ
ュ
ー
に

ト
ゥ
ー
ロ
ン
で
終
身
懲
役
に
服
役
し
て
も
ら
っ
て
、
じ
ぶ
ん
は
尊
敬
さ
れ
る
市
長
の
ま
ま
と
ど
ま
る
か
、
そ
れ

第 1章　『レ・ミゼラブル』とはどんな小説か
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と
も
良
心
に
従
っ
て
す
べ
て
を
投
げ
う
ち
、
み
ず
か
ら
名
乗
り
出
て
、
そ
の
哀
れ
な
男
を
救
う
か
の
選
択
を
迫

ら
れ
る
が
、
さ
ん
ざ
ん
煩
悶
し
た
す
え
に
後
者
を
選
ぶ
。
そ
の
結
果
、
フ
ァ
ン
チ
ー
ヌ
と
の
約
束
を
果
た
せ
な

い
ま
ま
、
ふ
た
た
び
警
察
に
追
わ
れ
る
身
に
な
る
。
結
局
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
は
逮
捕
さ
れ
、
徒
刑
場
に

送
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
黒
ガ
ラ
ス
装
飾
品
の
製
造
工
場
の
経
営
で
稼
ぎ
、
貯
め
て
い
た
六
十
数
万
フ
ラ
ン

の
現
金
を
モ
ン
フ
ェ
ル
メ
イ
ユ
の
森
の
秘
密
の
場
所
に
隠
す
だ
け
の
時
間
が
か
ろ
う
じ
て
あ
っ
た
。
他
方
、
フ

ァ
ン
チ
ー
ヌ
は
コ
ゼ
ッ
ト
に
再
会
で
き
な
い
ま
ま
、
絶
望
の
う
ち
に
死
ん
で
共
同
墓
地
に
葬
ら
れ
る
。

　
第
二
部
「
コ
ゼ
ッ
ト
」

　
八
年
ぶ
り
に
ト
ゥ
ー
ロ
ン
の
徒
刑
場
に
連
れ
も
ど
さ
れ
、
九
四
三
棚
号
と
呼
ば
れ
る
囚
人
に
逆
戻
り
し
た
ジ

ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
は
、
労
役
を
し
て
い
た
軍
艦
の
水
夫
が
海
に
落
ち
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
助
け
、

そ
の
隙
に
海
に
飛
び
込
ん
で
奇
跡
的
な
脱
獄
に
成
功
す
る
。
彼
は
身
元
を
隠
し
て
パ
リ
に
出
て
き
て
、
ロ
ピ
タ

ル
通
り
の
「
ゴ
ル
ボ
ー
屋
敷
」
に
質
素
な
住
ま
い
を
借
り
受
け
る
。
そ
の
あ
と
、
い
よ
い
よ
フ
ァ
ン
チ
ー
ヌ
と

の
約
束
を
果
た
す
た
め
に
、
モ
ン
フ
ェ
ル
メ
イ
ユ
の
テ
ナ
ル
デ
ィ
エ
の
と
こ
ろ
に
い
る
コ
ゼ
ッ
ト
に
会
い
に
出

か
け
る
。

　
ま
だ
八
歳
に
も
な
ら
な
い
彼
女
は
、
女
中
代
わ
り
に
こ
き
使
わ
れ
、
打
ち
ょ
う

擲ち
ゃ
くさ
れ
て
、
見
る
も
痛
ま
し
い
境
遇
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に
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
は
テ
ナ
ル
デ
ィ
エ
に
手
切
れ
金
を
渡
し
て
、
そ
ん
な
哀
れ
な
少
女
を
救

い
出
し
、
い
っ
し
ょ
に
パ
リ
の
「
ゴ
ル
ボ
ー
屋
敷
」
に
落
ち
着
く
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く
平
穏
な
暮
ら
し
を
し

て
い
た
ふ
た
り
の
存
在
も
、
や
が
て
「
借
家
人
代
表
」
の
老
女
の
通
報
で
、
パ
リ
に
転
任
し
て
い
た
ジ
ャ
ヴ
ェ

ー
ル
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
ふ
た
り
は
夜
陰
に
紛
れ
て
「
ゴ
ル
ボ
ー
屋
敷
」
か
ら
逃
げ
出
さ
ざ
る
を
え
な
く

な
る
。
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
が
幼
い
子
を
つ
れ
、
ジ
ャ
ヴ
ェ
ー
ル
が
率
い
る
官
憲
に
追
跡
さ
れ
な
が
ら
、

何
度
も
危
な
い
橋
を
渡
っ
て
よ
う
や
く
忍
び
こ
ん
だ
の
は
、
男
子
立
ち
入
り
厳
禁
の
プ
チ
・
ピ
ク
ピ
ュ
ス
修
道

院
だ
っ
た
。
当
然
、
そ
こ
は
安
全
な
隠
れ
家
に
は
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
彼
は
、
そ
の
修
道
院
の
庭
で
思
い
が
け
ず
フ
ォ
ー
シ
ュ
ル
ヴ
ァ
ン
老
人
に
出
会
う
。
そ
れ
は
彼
が

マ
ド
レ
ー
ヌ
市
長
に
な
る
す
こ
し
前
に
、
馬
車
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
命
が
け
で
救
っ
て
や
っ
た

男
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
老
人
の
忠
告
と
努
力
の
お
か
げ
で
、
た
ま
た
ま
死
ん
だ
修
道
女
の
身
代
わ
り
に
棺
に

は
い
っ
て
修
道
院
か
ら
一
度
抜
け
だ
し
て
埋
葬
さ
れ
る
墓
ま
で
い
き
、
そ
の
あ
と
墓
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
で
、

ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
は
フ
ォ
ー
シ
ュ
ル
ヴ
ァ
ン
の
弟
の
庭
師
と
し
て
、
コ
ゼ
ッ
ト
は
寄
宿
生
と
し
て
、
正

式
の
許
可
を
得
て
修
道
院
に
入
り
直
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
五
年
間
、
穏
や
か
な
年
月
が
流
れ
る
。

第 1章　『レ・ミゼラブル』とはどんな小説か
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第
三
部
「
マ
リ
ユ
ス
」

　
第
二
部
の
第
一
篇
「
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
」
の
最
後
の
章
で
、
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
場
の
戦
死
者
か
ら
略
奪
す
る

徘
徊
者
が
い
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の
仮
死
状
態
の
大
佐
か
ら
財
布
を
盗
ん
だ
直
後
に
、
大
佐
が
意
識
を
取
り
も

ど
す
と
い
う
場
面
が
あ
っ
た
。
そ
の
徘
徊
者
が
テ
ナ
ル
デ
ィ
エ
で
あ
り
、
大
佐
の
名
前
は
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ポ
ン

メ
ル
シ
ー
だ
っ
た
。

　
こ
の
部
で
初
め
て
登
場
す
る
マ
リ
ユ
ス
・
ポ
ン
メ
ル
シ
ー
は
そ
の
大
佐
の
息
子
だ
っ
た
が
、
大
佐
が
ナ
ポ
レ

オ
ン
軍
の
残
党
と
し
て
貧
し
い
暮
ら
し
を
し
て
い
た
の
で
、
王
党
派
の
祖
父
ジ
ル
ノ
ル
マ
ン
氏
の
手
で
育
て
ら

れ
た
。
し
か
し
、
父
親
の
死
、
そ
し
て
サ
ン
・
シ
ュ
ル
ピ
ス
教
会
の
ミ
サ
で
た
ま
た
ま
知
り
合
っ
た
教
会
財
産

管
理
委
員
の
マ
ブ
ー
フ
氏
か
ら
、
息
子
の
顔
を
見
た
さ
に
と
き
ど
き
お
忍
び
で
そ
の
教
会
に
き
て
い
た
父
親
の

こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
の
を
機
に
、
徐
々
に
ボ
ナ
パ
ル
ト
主
義
に
め
ざ
め
て
祖
父
と
対
立
す
る
よ
う
に
な
る
。
や

が
て
父
親
の
こ
と
で
祖
父
と
激
し
い
口
論
に
な
っ
て
家
出
し
、「
ゴ
ル
ボ
ー
屋
敷
」
で
貧
し
い
学
生
生
活
を
送

る
う
ち
に
、
ア
ン
ジ
ョ
ル
ラ
ス
、
ク
ー
ル
フ
ェ
ラ
ッ
ク
ら
革
命
派
の
秘
密
結
社《
A
B
C
の
友
の
会
》の
メ
ン
バ

ー
と
知
り
合
い
に
な
る
。

　
そ
の
「
ゴ
ル
ボ
ー
屋
敷
」
に
は
す
で
に
ジ
ョ
ン
ド
レ
ッ
ト
と
名
前
を
変
え
た
テ
ナ
ル
デ
ィ
エ
一
家
が
引
っ
越

し
て
い
た
。
テ
ナ
ル
デ
ィ
エ
は
多
額
の
負
債
を
払
い
き
れ
ず
に
破
産
し
て
、
モ
ン
フ
ェ
ル
メ
イ
ユ
か
ら
パ
リ
に

10
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